
第40回　青少年夏のつどい　オーバーナイトハイク　全体説明会　報告書
夏のつどい部　部長　梅林　明日香

実施日：２０２４年７月７日（日）13：00～16：00
＠柏市役所沼南庁舎　司会：西　隆夫（夏のつどい部副部長　五中）

参加者

☆相談員　８８名

☆賛助会　６名

☆行政　　１名

☆協力者　２２名

１．大会会長挨拶　中川　早苗（会長　二中）

２．来賓挨拶　柏市青少年相談員賛助会　会長　大瀬　宏美　様

３．概要説明　　

☆夏のつどいに向けて：梅林　明日香（夏のつどい部部長　柏中）

大会会長 中川　早苗（柏第二）

夏のつどい部部長 梅林　明日香（柏）

本部・救護統括 都竹　高広（柏第四）

本部 河野　拓也（松葉）

バイク隊リーダー 谷口　聖（豊四季）

グループリーダーA 古井　達也（南部）

サブリーダーA 西　隆夫（柏第五）

グループリーダーB
兼同行リーダー

古賀　元樹（柏第二）

サブリーダーB 當房　祥子（酒井根）

救護車統括 神長　幸博（富勢）

救護要請オペレーター 山本　美杉（豊四季）



救護車責任者 杉浦　亮（風早）

救護車同乗者責任者 島本　貴子（酒井根）

本部救護責任者 平川　ルミ（酒井根）

休憩所A責任者
スタート・市立柏・ゴール

山本　紫織（光ヶ丘）
岩渕　弘美（豊四季）

休憩所B責任者
富勢東小・十余二小

飯島　祥江（田中）
水野　めぐみ（柏第四）

☆ONH全体概要・スケジュール・本部紹介：都竹　高広（夏のつどい部副部長　四中）
　今年度参加応募人数427名
　主な変更点・・・生徒数300人→400人　グループ数3→2　一部コース変更
　本部、本部救護場所→柏中　全休憩所での水配布
　今年のポイント・・・歩行ペースの維持・救護のタイミング・共連れ救護はなし

　本部の役割・・・情報伝達と管理・的確な情報提供と指示

☆各役割の概要

〇同行：古賀　元樹（夏のつどい部副部長　二中）

　隊列構成の説明

　同行歩行者の主な役割・・・生徒の先導・安全の為の声かけ・生徒の体調への気配りや声　か

け・話し相手・休憩所でのトイレ誘導

　学区先頭歩行者の主な役割

　同行責任者の主な役割

　グループリーダー、サブリーダーの主な役割

　ルート変更箇所の説明

〇休憩所：山本　紫織（夏のつどい部会計　光ヶ丘）

　休憩所AとBの動きについて
　それぞれの休憩所での導線や流れの説明

　受付で渡す物やポーチの中身についての情報共有

　人数報告の伝え方の説明とお願い

　出発時の救護について

〇救護：神長　幸博（副会長　富勢）

　救護体制の説明、救護車は６台

　救護判断基準の共有

　救護　≠　リタイア
　救護者引き渡しにおける留意点

　救護者隊列戻しの流れ



〇バイク隊：谷口　聖（夏のつどい部副部長　豊四季）

　バイク隊メンバーの紹介　A5名B4名
　バイク隊のつく場所の説明・・・危険、懸念箇所

　看板設置箇所、賛助会さん誘導箇所、同行が安全確認をする場所等まとめたMapの共有
　新たに信号がついた交差点（香取神社）の渡し方について

　新たに女性バイク隊の誕生

☆学区説明会について：吉原　正人（夏のつどい部役員　逆井）

　参加費600円、お渡しする物の確認
　必ずしおりを中心に説明をしてほしい

　補助資料のパワポとムービーと120拍の曲音源の共有
　学区集合場所に遅刻をしない、忘れ物をしないように周知徹底

　しおりに書いていないけど大人から生徒に伝えてほしい事

　（友連れ救護はダメ！完歩を目指そう。テーピング等は同行者が持っている事）

☆緊急時の連絡体制および中止判断：谷口　聖（夏のつどい部副部長　豊四季）

　マニュアルに載せている項目のトータルで判断

　可否判断のタイミングとメンバーの周知

　中止の連絡があるまでは決行の動きをする

　中止の連絡は重複してもいいので回す（参加者一人一人まで：連絡係はバイク隊と救護車　担

当は外す）

　中止の際は25日7時までに柏中で受け取り生徒さんへ配布

４．質疑応答

　風早学区長　嶋田さんよりQ協力者さんを紹介してほしい
　　　　　　　　　　　　　A各学区にて出席者を紹介

　中原学区長　森さんよりQ土手救護について
　　A土手では基本的に救護はなし。入口でプールし、各々確認。中央付近にて歩きながら　　確
認。万が一それ以外の場所で救護となっても車は入れない為、行くか戻るかになる。

　中原　関川さんよりQ２回目の下見で救護要請時の位置情報から動いてしまっていた人が　い
た。動かずに待っててもらうように同行者の方にお願いした方がよいのでは？

　　A分科会資料に反映済みの為、周知できると考える

５．昨年度の東葛飾高等学校放送部による取材について：神長　幸博（副会長　富勢）

　第71回NHK杯全国高校放送コンテスト千葉県大会に出展し、テレビドキュメント部門にて最優
秀賞を受賞、７月２２日にはNHKホールでの全国大会に出展される。
その動画を取材元である相談員の皆様に観てほしいとご要望があり、動画を視聴させていただ

いた。


